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留学生たちに心地

よ く暮 らしてもらお

うと、福知山市は 6

日、 「ふ くちや ま探  に 、 ごみの正 しい分別法 など 日本 の生

訪と生活講座 」 を同市牧 の市 リサ イク 活 へ の知識 を身に付 けても らうととも
ルプラザな どで 開いた。 に、 名 所や文化施設 をめ く セ`リ、 町 を知

市内の大学 に留学する外国人 を対象  っ てもらうね らい。京都創成大 と京都

留学生ら地元の生活や 一、ン一
馴
期
だ
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星ぇ霊尻 ~  台
舶号の

種諮納
ヽ
蓄幣

禁い
?=■ 附耐柵胴柵‐章 索重

舞鶴の授産施設、園生ら販売

！　
丸
田
学
園
で
は
、

園
生
た

ち
が
バ
ン
の
製
造
な
ど
を
行

っ
て
い
る
が
、

台
風
２３
号
で

「
（同
市
の
）
神
崎
海
水
浴

場
に
大
量
の
流
木
が
打
ち
上

げ

ら
れ
て
い
る
」
と
聞
き
、

木
工
品
作
り
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
。

四
月
中
ご
ろ
、

植
田
施
設

長
と
園
生
四
人
が
流
木
を
拾

い
に
行
き
、

製
作
を
開
始
。

木
を
組
み
合
わ
せ
て
丁
寧
に

磨
き
、

バ
ー

ナ
ー
で
焼
い
て

色
合
い
を
つ
け
、

二
人
か
ら

二
人
座
れ
る
い
す
二
脚
を
完

成
さ
せ
た
。

今
月
初
め
、

中
央
商
店
街

に
あ
る

「ビ
バ
」
の
店
頭
で

一
脚
五
千
円
か
ら
販
売
を
始

め
た
と
こ
ろ
、

通
り
が
か
り

の
人
が
眺
め
た
り
、

作
り
方

を
聞
く
な
ど
反
響
は
大
き
い

と
い
う
。

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
加
賀
本
須
美
子
さ

ん
全
ら
は

「木
の
形
を
生
か

し
た
味
わ
い
の
あ
る
仕
上
が

め
て
い
る
。

月
ヽ
て
メ
Ｅ
　
産
済
　
〓Ｆ
芽

両
中
学
の
生
徒
と
、

倉
梯
、

倉
梯
第
二
、

三
笠
、

与
保
呂

の
各
小
学
校
の
児
童
合
わ
せ

て
七
百
八
十
人
以
上
が
清
掃

を
行
い
、

「ふ
る
さ
と
の
川

を
美
し
く
し
よ
う
」
と
汗
を

在
々
に
伊
α
海
動
て
　
雀

校
が
生
徒
会
、

児
童
会
の
呼

び
か
け
で
行

っ
て
い
る
。

青
葉
中
で
は
、　

一
十

三
年

の
有
志
約

二
百
人
が
参
加

し
、

片
山
橋
か
ら
中
村
橋
ま

で
約

一
・
五
ま
を
清
掃
。

生

り
で
、

ガ
ー

デ
エ
ン
グ
の
植

木
鉢
置
き
な
ど
に
も
最
適
で

瑞
々
小
と
く

担
ど
ヨ
印
た

吾
場
を
，

加
悦
町
染
色
セ

ン
タ
ー

（同
町
算
所
）
は
一
十
日
か

ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
週

一

回
、

同
セ
ン
タ
ー

で
開
く
講

習
会

「絞
り
染
め
で
ゆ
か
た

製
作
」
の
受
講
生
を
募
集
し

す
」
と
勧
め
る
。

植
田
施
設
長
含
こ
は

「い

ろ
ん
な
形
の
木
が
あ
り
、

お

も
し
ろ
い
も

の
が
作
れ
そ

う
。

次
の
作
品
づ
く
り
を
始

め
て
お
り
、
完
成
し
た
も
の

か
ら
順
次
追
加
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

水
彩
の
素
朴
な
味
わ
い
表
現

一

丹
後
地
方
を
舞
台
に
し
た

創
作
民
話
「宮
津
の
琴
の
音
」

を
描
い
た
絵
物
語
展
が
六

日
、

京
丹
後
市
網
野
町
の
京

都
北
都
信
用
金
庫
網
野
支
店

ロ
ビ
ー

で
始
ま

っ
た
。

水
彩

ベ
ン
で
彩

り
れ
た
素
小
な
味

わ
い
の
作
品
が
、

来
店
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

作
者
は
、

京
滋
の
風
景
か

ら
絵
と
物
語
を
創
作
し
、

紙

芝
居
に
し
て
い
る
矢
田
健

一

さ
ん
公
う
Ｈ
京
都
市
南
区

＝
。

今
回
は
、

広
島
県
瀬
戸

内
地
方
に
残
る
伝
説
を
下
敷

き
に
、

宮
津
市
の
天
橋
立
、

伊
根
町
の
舟
屋
、

京
丹
後
市

の
琴
引
浜
な
ど
十
力
所
を
舞

台
に
し
て
い
る
。

物
語
は
、

海
賊
の
三
庄
太

夫
に
捕
ら
え
ら
れ
た
姫
様

が
、

慈
愛
に
満
ち
た
琴
の
音

一か
れ
て

を
奏
で
て
人
々
の
心
を
癒
や

一　
十
一

す
が
、

最
後
に
は
非
業
の
死

一七
月

一

を
遂
げ
る
内
容
。

丹
後
の
名

一店
で
、

所
を
背
景
に
、

登
場
人
物
が

一は
宮
韻

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
描

一店
で
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